
  

【
作
者
】
李
白(

七
〇
一
～
七
六
二
年)

盛
唐
の
詩
人
。
字
は
太
白
で
、
自
ら
青
蓮
居
士
と
号
す
る
。
西
域
で
生
ま
れ
、
四
川
で
育
つ
。
翰
林
供
奉
（
か
ん
り
ん
ぐ
ぶ
）

と
な
る
が
高
力
士
に
憎
ま
れ
て
ま
も
な
く
追
わ
れ
，
ま
た
放
浪
生
活
に
入
り
，
そ
の
間
，
杜
甫
と
と
も
に
旅
を
し
た
こ
と
も
あ
る
。
の
ち
安
禄
山
の
乱
の
と

き
永
王
の
軍
に
加
わ
っ
た
た
め
夜
郎 (

貴
州
省) 

に
流
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
，
途
中
で
大
赦
に
あ
い
，
ま
た
各
地
を
往
来
す
る
う
ち
に
安
徽
省
で
死
ん
だ
。

杜
甫
と
と
も
に
中
国
最
高
の
詩
人
と
し
て
「
李
杜
」
と
並
称
さ
れ
，
杜
甫
が
「
詩
聖
」
と
呼
ば
れ
る
の
に
対
し
て
「
詩
仙
」
と
呼
ば
れ
る
。
絶
句
と
楽
府 (

が

ふ) 

を
最
も
得
意
と
し
，
自
由
奔
放
で
豪
快
な
盛
唐
の
詩
風
を
代
表
す
る
。
詩
文
集
『李
太
白
集
』が
あ
る
。  

【語
釈
】客
中
行…

「旅
先
で
の
歌
」の
意
。 

＊
客…

よ
そ
の
地
を
旅
す
る
こ
と
。 
＊
中…

：…

を
し
て
い
る
時
、
中
。 

・行…

歌
行
。
詩
歌
。 

＊
蘭
陵
：
地
名
。
山
東
省
最
南
端
の
蒼
山
（の
西
南
３
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）、
棗
荘
市
（の
東
南
東
４
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）の
中
間
に
あ
る
。  

 

＊
鬱
金
香…

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
。  

＊
玉
碗…

玉
（ぎ
ょ
く
）で
出
来
た
さ
か
づ
き
。
玉
杯
。 

【通
釈
】・「旅
先
の
作 

 

李
白
」 

・蘭
陵
の
う
ま
い
酒
は
、
鬱
金
香
の
よ
う
な
芳
香
を
は
な
っ
て
い
る
。 

美
し
き
杯
に
も
れ
ば
、
琥
珀
色
に
光
り
耀
い
て
い
る
。 

た
だ
、
こ
の
宿
屋
の
主
人
が
旅
人
の
私
を
十
分
に
を
酔
わ
せ
て
さ
え
く
れ
れ
ば
、
い
っ
た
い
、
ど
こ
が
他
郷
で
あ
ろ
う
か
、
故
郷
に
居
る
の
と
少
し
も
変
わ
り

は
な
い
の
だ
。  


